
笠岡信用組合 

リレーションシップバンキングの機能強化計画の進捗状況 

 

地域密着型金融の取り組みについて 

地域金融機関である当組合において、組合員および地域の中小零細企業、勤労者に対す

る金融の円滑化と、経済的地位の向上に寄与することにより、地域社会の発展に貢献する

ことを経営の基本におき、創立以来「地域のためにはたらき地域とともに発展する」を  

信条として地域密着型金融の機能強化に取り組んでまいります。 

 

○ ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

① 取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化 

取引先企業の経営改善計画の策定支援やモニタリングを通じて、財務内容の改

善や経営全体のニーズに対応した支援の取組強化を図る為、平成２０年度より中

小企業診断士による経営改善研修を実施し、職員のスキルアップを図るとともに

「経営改善支援取組先」に対し、中小企業診断士３名、営業店役席者及び本部担

当部署と連携して改善計画策定支援に取り組んでおります。 

平成２６年度中の取組先は９先で、７先の改善計画策定が出来ております。 

② 創業・新事業支援 

顧客との対面を重視した営業活動を行い、多様なニーズ、顧客ニーズの情報収

集、取引先からの情報、商工会議所・商工会との連携を密にして創業支援先・新

事業支援先を発掘、支援による積極的な融資取り組みを行いました。 

平成２６年度に９件で８８百万円の融資実績となりました。 

③ 人材の育成 

融資担当者、営業担当者を中心に経営改善研修を実施、また、本部担当部署に

よる内部研修や業界団体・外部団体主催の研修会（平成２６年度 １４８名）へ  

積極的に参加し、職員のスキルアップを図っております。 

 



笠岡信用組合 

○ 事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資の推進 

財務分析等の研修に積極的に参加し、債務者の人的要素、キャッシュフローに

よる返済能力、事業の将来性等を慎重に検討し、担保・個人保証に過度に依存し

ない融資に取り組みます。第三者の保証を必要としない保証協会付融資の積極推

進を行います。 

平成２６年度実績は、実行２７２件 ２，９６０百万円です。 

○ 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

地域活性化につながる多様なサービス提供 

ATM ネットワーク、ネットバンキング等非対面取引が増加している中、渉外活動

を中心とした対面取引を重視した営業活動により、個々のニーズに応じた営業、

サービスの提供をしております。 


